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■□■ショートコメント■□■ 

◆映画.comの『マチネの終わりに』の解説には次のとおり書かれている。 

 

 

◆世界的な演奏家ともなれば、専属のマネージャーがついているのが当然だが、本作の

それは三谷早苗（桜井ユキ）。そして、蒔野聡史（福山雅治）と小峰洋子（石田ゆり子）の

出会いには、最初から妙にこの早苗が絡んでくる。 

本作中盤、フランスを舞台に聡史が洋子に対して熱い想いを打ち明けたことによって、

洋子が熟慮を経て聡史と出会うために東京にやってくるから、さあ、そこが２人の恋の成

就点！そう思っていると、早苗が聡史のスマホに仕掛けた“あるトリック”によって、見事２

人はすれ違っていくことに・・・。 

 

◆今ドキ、スマホは命と同じくらい大切だから、タクシーに忘れるなどというヘマはあ

り得ない。しかし、ギターの師匠・祖父江誠一（古谷一行）が急に倒れたとの報を受けて、

急いでタクシーで駆けつけた聡史は、スマホをタクシーに忘れたばかりに、後は早苗の思

マチネの終わりに 
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うがままに・・・。しかし、いくらマネージャーとはいえ修理のために預かった聡史のス

マホを、早苗は勝手に覗いていいの？これでは、個人の“通信の秘密”もナニもあったもの

ではないが・・・。 

 

◆私が最近ハマっている華流ＴＶドラマでは、男たちの権力争いも、後宮の女たちの嫉

妬争いも複雑極まりないから、そのドラマティックな展開に手に汗を握ることになる。し

かし、本作のストーリーのネタは、前述した早苗のスマホの細工だけだから、単純そのも

の。これ（だけ）で２時間のドラマをもたせるのは本来ムリ筋だと私は思うのだが・・・。

美しいギターの音色がその退屈な流れを補ってくれるものの、さて、あなたの満足度

は・・・？ 

 

◆それから○年。それから○ヶ月。本作はそんな字幕を再三登場させながら、聡史と洋

子の“人生”を描いていく。しかし、あの時、あの細工（トリック）によって決定的に別

れてしまった２人には、もはや再会はないはず。そう思っていたが、ラストに向けてはま

さかのそんな展開も・・・。そして、何と最後はハッピーエンドに。ええ、そんなのあり・・・？ 

 

 

２０１９（令和元）年９月２０日記 

 

 


